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１．序論  

 平成 23 年 3 月 11 日に地震が発生した後，東北地方整備局は道路橋 1831 橋に対して緊急点検を行い，4 月

中旬に完了し 485 橋の耐荷性または走行性に問題があった 1)2)．このように，全橋梁を緊急点検すると点検

し終わるまでに時間がかかるため，通行に不都合な状態となっている可能性の高い橋梁をより早く点検できる

ような順番で点検を行っていくことが望ましい．この緊急点検の優先順位を考える指標として，「危険度指標」

を定義した． 

 本研究では橋梁の定期点検のデータを用いて劣化状態を考慮して優先して緊急点検すべき橋梁を分析し，

GISを活用してその地震リスクを分かりやすく表すことの有効性を示すことを目的とした．地震発生後の橋梁

の通行止めとなるリスクについて地盤，橋梁の形式，橋梁の健全度を考慮して分析した研究例は過去に無く，

本研究で危険度指標を示すことで地震リスクの観点から平時に優先して補修すべき橋梁や地震発生後に優先

して緊急点検を行うべき橋梁が明らかとなる．対象は，横浜市道路局が管理する 1725橋の台帳とした． 

２．横浜市の道路橋の定期点検の結果の分析 

 まず，地震リスクに関わる支承と伸縮

装置の劣化の傾向を，数量化理論Ⅰ類と

分散分析により調べた．環境要因との関

係を調べた結果，支承は供用年数が長い

程，伸縮装置は橋長が長い程劣化が顕著

になっていた．さらに，劣化以外に危険

度指標の要因とした横浜市橋梁重要度

指標 YBPI，震度，液状化と急傾斜地崩壊

の危険度，架設年，桁橋の場合の径間数，

基礎の形式，耐震対策の 7項目と津波の

影響を説明変数として，劣化との関係を

調べた．その結果，支承と伸縮装置共

に予想震度が高い程，また桁橋で径間

数が多い程劣化が顕著である傾向があ

ることが分かった．図 1 に，伸縮装置

と桁橋の場合の径間数の場合の結果を示す．横軸が，カテゴリースコアである．カテゴリースコアが大きい程，

損傷が大きくなる傾向がある．伸縮装置の劣化と桁橋の場合の径間数の分布を GISによる地図により調べたと

ころ，径間数の多い桁橋は工業または商業の盛んな地域に多く分布していることが分かり，大型車の交通によ

って伸縮装置の劣化が進行していると考えられる．この分析により，地形や橋梁の形式による危険度と劣化と

の相関が高いことを示した．この結果より，劣化以外の要因で地震リスクが高い橋梁は劣化によりさらに地震

リスクが高くなっている可能性が高いので，劣化を考慮することでより地震リスクの高い橋梁を見極めなけれ

ばならない． 
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図 1 伸縮装置の劣化に対する桁橋の場合の 

径間数のカテゴリースコア 
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３．橋梁の危険度指標の検討  

 危険度指標として，YBPI以外の 8つの

要因から 1つの指標を求め，YBPIとの散

布図により表す方法を試みた．8 つの要

因の縮約には主成分分析を用い，第一主

成分得点を危険度指標とした．図 2 の縦

軸が危険度指標，横軸が YBPIを表す．こ

の危険度指標が高い橋梁を GIS により表

示し，分布を調べた．GIS で表すことに

より，各橋梁の位置が分かるのみにとど

まらず，各橋梁の周辺の状況や各橋梁の

状態を一目でまとめて知覚することが可

能となる．また，劣化以外の要因のみから

危険度指標を求め劣化を考慮した場合と比較すると，補修の必要がある橋梁は危険度指標が高くなることが確

認された． 

４．GISによる危険度指標の表示 

 まず，危険度指標が上位 1/5に入る橋梁は，標高の低

い地域に分布していることが分かった．次に，横浜市に

おける重要路線である横浜市道環状 2 号線に着目し通

過する 66 橋の危険度指標を GIS で表示すると，図 3 の

ようになった．危険度の高い橋梁が，路線の広範囲に分

布していることが分かった．さらに，GISの機能を利用

することで，各橋梁までの道程を調べることが可能であ

る． 

５．結論 

 GISで橋梁の危険度指標を地図として表すことで，各

橋梁の震度や津波のリスク，どの路線が通る橋梁の危険

度が高いか，各橋梁への道程，耐震対策や橋梁の形式が

同じ傾向の橋梁がどのように分布しているのか等，地震

対策を検討する上で有用な情報が容易に得られた．した

がって，橋梁の地震対策を考える上で，GISは有用であ

ることを示せた． 
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図 2 YBPI と主成分得点による危険度指標 

図 3 横浜市道環状 2 号線を通る 

66 橋の危険度指標の分布 
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